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(54)【発明の名称】 鼓膜温度計

(57)【要約】
【課題】  従来の鼓膜温度計は鼓膜だけでなく外耳道の
温度も拾うため測温精度が悪かった。
【解決手段】  ケース１５の先端部２７を、第２カーブ
２３と鼓膜２１との間まで延長し、この先端部２７にサ
ーモパイル１１を取付けた。
【効果】  サーモパイル１１を、従来よりも遥に鼓膜２
１に接近させたので、鼓膜２１の温度を正確に検出させ
ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  鼓膜が放射する赤外線を検出する非接触
式温度センサとしてのサーモパイルと、温度補償のため
に前記サーモパイル自体の温度を計測するサーミスタ
と、これらのサーモパイル及びサーミスタの出力を増幅
するプリアンプ回路と、これらのサーモパイル、サーミ
スタ及びプリアンプ回路を一括収納するケースと、から
なる鼓膜温度計において、
ほぼＳ字状に蛇行している人の外耳道の２つのカーブを
耳の入口から鼓膜に向って第１カーブ、第２カーブと呼
ぶときに、前記ケースは、第１カーブに沿った第１曲げ
部と第２カーブに沿った第２曲げ部とを備えることで、
先端部が第２カーブと鼓膜との間に達するようにし、こ
の先端部に前記サーモパイルを設置したことを特徴とす
る鼓膜温度計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は鼓膜温度計の改良に
関する。
【０００２】
【従来の技術】体温計には脇下温度計や舌下温度計が広
く知られているが、近年、鼓膜の温度から体温を測る手
法が提案され、実用化されてきた。そのための鼓膜温度
計として例えば特許第２６７１９４６号公報「鼓膜温度
測定装置」で提案されている。
【０００３】図７は特許第２６７１９４６号公報「鼓膜
温度測定装置」の図２の要部拡大図であり、符号は振り
直したが、この鼓膜温度測定装置１００は、外耳道入口
１０１から外耳道の第１屈曲部１０２に達する長さの支
持体１０３と、この支持体１０３に開けた挿通孔１０４
に移動可能に挿通したリード線１０５と、このリード線
１０５の先端に取付けたパッケージ１０６と、前記挿通
孔１０４に嵌めたホルダ１０７と、リード線１０５の挿
入量を規定するストッパ１０８と、リード線１０５の後
端から測定装置本体１０９まで延ばした接続線１１０と
からなる。
【０００４】パッケージ１０６には図示せぬサーモパイ
ル及びサーミスタを内蔵し、サーモパイルで２本の直線
で示した視野θで鼓膜１１１の放射赤外線を検出し、こ
の検出信号にサーミスタで測温するパッケージ１０６自
体の検出信号を加えた信号を、リード線１０５及び接続
線１１０を通じて測定装置本体１０９に送り、この測定
装置本体１０９で信号を処理した上で、測定装置本体１
０９に温度（鼓膜温度）を表示させるというものであ
る。リード線１０５は剛性があり、パッケージ１０６を
図の位置に保持する支持部材の役割を兼ねる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】２本の直線で示した視
野θには、鼓膜１１１のみならず第２屈曲部１１２より
鼓膜１１１寄りの外耳道内側部１１３が臨め、この結
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果、外耳道内側部１１３と鼓膜１１１とを平均化した温
度が測定装置本体１０９に表示されることになる。すな
わち、鼓膜１１１より外耳道内側部１１３は低温であ
り、測定装置本体１０９の表示温度は鼓膜１１１の実温
度より低くなる。
【０００６】外耳道内側部１１３を臨まぬように視野θ
を狭めて、鼓膜１１１のみを検出する手法はある。しか
し、この様に指向性を高めると、リード線１０５が僅か
に撓んでも鼓膜１１１から外れて外耳道内側部１１３を
検出する虞れがある。そこで、確実に鼓膜１１１の放射
赤外線をサーモパイルで検出させることのできる技術が
望まれる。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記要望に応えるために
請求項１は、鼓膜が放射する赤外線を検出する非接触式
温度センサとしてのサーモパイルと、温度補償のために
サーモパイル自体の温度を計測するサーミスタと、これ
らのサーモパイル及びサーミスタの出力を増幅するプリ
アンプ回路と、これらのサーモパイル、サーミスタ及び
プリアンプ回路を一括収納するケースと、からなる鼓膜
温度計において、ほぼＳ字状に蛇行している人の外耳道
の２つのカーブを耳の入口から鼓膜に向って第１カー
ブ、第２カーブと呼ぶときに、ケースは、第１カーブに
沿った第１曲げ部と第２カーブに沿った第２曲げ部とを
備えることで、先端部が第２カーブと鼓膜との間に達す
るようにし、この先端部にサーモパイルを設置したこと
を特徴とする。
【０００８】ケースを耳に装着すれば、ケースの先端部
は外耳道の第２曲げ部を超えて鼓膜の近傍に達する。こ
のようなケースの先端部にサーモパイルを設置したの
で、サーモパイルを確実に鼓膜に指向させることができ
る。この結果、本発明の鼓膜温度計は正しく鼓膜の温度
を計測し得る。
【０００９】
【発明の実施の形態】本発明の実施の形態を添付図に基
づいて以下に説明する。なお、図面は符号の向きに見る
ものとする。図１は本発明に係る鼓膜温度計を装着した
耳の断面図であり、外耳道２０に鼓膜温度計１０を深く
挿入し、その先端部２７に設けたサーモパイル１１で鼓
膜２１が放射する赤外線を検出している作用状態を示
す。
【００１０】図２は本発明に係る鼓膜温度計の正面断面
図であり、鼓膜温度計１０は、鼓膜が放射する赤外線を
検出する非接触式温度センサとしてのサーモパイル１１
と、温度補償のためにサーモパイル１１自体の温度を計
測するサーミスタ１２と、これらのサーモパイル１１及
びサーミスタ１２の出力を増幅するプリアンプ回路１３
と、これらを電気的に繋ぐハーネス１４と、サーモパイ
ル１１、サーミスタ１２及びプリアンプ回路１３を一括
収納するケース１５と、電池１６と、信号を外へ引出す
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出力線１７と、からなる。なお、ケース１５はケース本
体１８と蓋１９とで構成することが望ましい。
【００１１】図３は図１の３矢視図であり、ほぼＳ字状
に蛇行している外耳道２０の２つのカーブを耳の入口か
ら鼓膜２１に向って第１カーブ２２、第２カーブ２３と
呼ぶときに、ケース１５は、第１カーブ２２に沿った第
１曲げ部２５と、第２カーブ２３に沿った第２曲げ部２
６とを備えることで、先端部２７が第２カーブ２３と鼓
膜２１との間に達するようにし、この先端部２７にサー
モパイル１１を設置したことを示す。
【００１２】図から明らかなように、先端部２７が第２
カーブ２３と鼓膜２１との間に達する構成にしたので、
サーモパイル１１は鼓膜２１に指向する（図１も参
照）。この結果、鼓膜２１の温度を正しく計測すること
ができる。
【００１３】以上に述べた鼓膜温度計の製造工程の例を
図４～図６で説明する。図４（ａ）～（ｃ）は本発明の
鼓膜温度計の製造工程図（その１）である。（ａ）にお
いて、糸３１を付けた綿球３２を外耳道２０の奥に押込
む。２１は鼓膜である。
【００１４】（ｂ）において、歯型を取るときなどに使
用する印象材（インプレッション）原料３３を外耳道２
０に注入器３４にて注入する。印象材原料３３は、アル
ギン酸塩と硫酸カルシウム、りん酸ナトリウムなどの混
合物の柔軟なペーストである。この柔軟なペーストは数
分間で硬化する。硬化したら外耳道２０から外し、次
に、糸３１を引くことで用済の綿球３２を取出す。
【００１５】（ｃ）は取出したインプレッション３５を
示し、バリや突起を切除するなどして形を整える。
【００１６】図５（ａ）～（ｃ）は本発明の鼓膜温度計
の製造工程図（その２）である。（ａ）において、容器
３６内にインプレッション３５吊り下げ、そこへ溶融樹
脂３７を流し込む。
【００１７】（ｂ）において、固化樹脂３８からインプ
レッション３５を矢印のごとく除去する。これで、固化
樹脂３８にキャビティ３９ができる。（ｃ）において、
キャビティ３９へ紫外線硬化型樹脂液４１を流し込む。
【００１８】図６（ａ）～（ｃ）は本発明の鼓膜温度計
の製造工程図（その３）である。（ａ）において、シー*
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*ル板４２を被せ、紫外線ランプ４３，４３により、紫外
線硬化型樹脂液４１へ紫外線を短時間照射する。する
と、紫外線硬化型樹脂液４１の一部が硬化して殻４４と
なる。
【００１９】（ｂ）において、固化樹脂３８を傾けて、
殻４４から紫外線硬化型樹脂液４１を排出する。そし
て、固化樹脂３８から殻４４を外す。
【００２０】（ｃ）は取り出した殻４４を示し、バリや
突起をヤスリなどのツール４５で削り、丸みを付ける。
これで、ケース本体１８が出来上がったことになり、こ
のケース本体１８に細かい部品を組込み、蓋を被せるこ
とで、図２の断面構造の鼓膜温度計１０を得る。
【００２１】以上の製造工程は代表的な一例を示したも
のであり、本発明の鼓膜温度計１０を別の方法で製造す
ることは差支えない。
【００２２】
【発明の効果】本発明は上記構成により次の効果を発揮
する。請求項１によれば、ケースの先端部は外耳道の第
２曲げ部を超えて鼓膜の近傍に達し、このようなケース
の先端部にサーモパイルを設置したので、サーモパイル
を確実に鼓膜に指向させることができる。この結果、本
発明の鼓膜温度計で正しく鼓膜の温度を計測することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る鼓膜温度計を装着した耳の断面図
【図２】本発明に係る鼓膜温度計の正面断面図
【図３】図１の３矢視図
【図４】本発明の鼓膜温度計の製造工程図（その１）
【図５】本発明の鼓膜温度計の製造工程図（その２）
【図６】本発明の鼓膜温度計の製造工程図（その３）
【図７】特許第２６７１９４６号公報の図２の要部拡大
図
【符号の説明】
１０…鼓膜温度計、１１…サーモパイル、１２…サーミ
スタ、１３…プリアンプ回路、１５…ケース、１８…ケ
ース本体、１９…蓋、２０…外耳道、２１…鼓膜、２２
…第１カーブ、２３…第２カーブ、２５…第１曲げ部、
２６…第２曲げ部、２７…先端部。
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摘要(译)

需要解决的问题：传统的鼓膜温度计不仅会吸收鼓膜的温度，还会吸收
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